
加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公共交通補助事業
部 局 名 都市計画部

課（室）名 都市計画課

基 本 目 標 ０４快適なまち

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０４公共交通機能の充実

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 08 

項 05 

目 01 

細  目 035  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
道路運送法、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（国）、兵庫県
県土整備部補助金交付要綱

現 状 と 課 題

利用者の減少に伴う、路線バスの休止への対策として、既存路線への補助拡大
や「かこバス」「かこバスミニ」やデマンドタクシー「チョイソコかこがわ」
への転換などを行っている。事業者の乗務員不足が深刻化しており、人件費や
燃料費の高騰や路線の維持・拡充が困難となってきている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

全市民、特に市域内において公共交通による移動手段を必要とする人

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

事業者に対し、公共交通（路線バス・かこバス・かこバスミニ）運行による損
失の一部を補填する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民が通勤・通学・通院・買い物など生活する上で必要不可欠な路線バスの維
持と、公共交通空白地域の解消を図る。

416,466371,010187,376

国 庫 支 出 金 999

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 382,830

財　

源　

内　

訳

■拡充

交通事業者に対して、公共交通運行による損失の一部を補填することで、路線
バスの維持と公共交通空白地域の解消を図っている。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 416,466

そ の 他 特 財 32,637

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

土木費

都市計画費

都市計画総務費

総合交通政策事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公共交通補助事業
部 局 名 都市計画部

課（室）名 都市計画課

人

円

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

259,603260,878262,308

成 果 指 標
分 析 結 果

利用者数は増加傾向にあったが、新型コロナの影響を受け利用者が激減している。

かこバス運行回数 回 61,53053,82151,518

かこバス運行経費補填
額

千円 243,214216,812104,963

活 動 指 標
分 析 結 果

人件費、燃料費の高騰により令和２年度より補助方式の見直しを
行ったため、運行経費補填額が増加している。

かこバス利用者数

目 標 値

680,000

目標年度

令和8年
度

627,610546,862725,368

かこバス利用者一人あ
たり補助額

350令和8年
度

388350145

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 自家用有償旅客運送事業
部 局 名 都市計画部

課（室）名 都市計画課

基 本 目 標 ０４快適なまち

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０４公共交通機能の充実

事 業 実 施 期 間 平成27年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 両荘地区

会  計 01 

款 08 

項 05 

目 01 

細  目 035  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
道路運送法、加古川市自家用有償旅客運送事業実施要綱

現 状 と 課 題

運行管理、運転者は地域住民で構成する「上荘公共交通協議会」が行っている
が、運転手が高齢となっており、担い手の確保が困難となっている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

上荘町住民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市町村運営有償運送（上荘くるりん号）を運行する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

公共交通空白地域の解消を図る。

9901,0421,655

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 860

財　

源　

内　

訳

□拡充

安全・安心な運行ができており、公共交通空白地域の解消に寄与している。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 990

そ の 他 特 財 130

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

土木費

都市計画費

都市計画総務費

総合交通政策事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 自家用有償旅客運送事業
部 局 名 都市計画部

課（室）名 都市計画課

人

円

対 象 指 標 名

上荘町の住民 4,4484,4874,535

成 果 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、令和２、３年度は利用者数が減少傾向となっている。

上荘くるりん号運行回
数

回 704656872

活 動 指 標
分 析 結 果

平日１日につき約４便を運行している。

上荘くるりん号利用者
数

目 標 値

2,000

目標年度

令和8年
度

1,3231,3692,655

上荘くるりん号利用者
一人あたり補助額

600令和8年
度

650673529

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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